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燃料集合体シッピング検査結果の概要

漏えい燃料集合体が装荷
されていた原子炉内の位置

※：シッピングキャン
　　 燃料集合体を使用済燃料ピット水から遮断し、燃料集合体の温度を若干
　上昇させ、漏えい燃料棒から核分裂生成物の放出を促すためのもの
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　　　　　　　　【燃料集合体の仕様】

燃料タイプ：14×14型
全長：約４ｍ
全幅：約２０ｃｍ
支持格子数：７個
燃料被覆管材質：ジルカロイ－４
燃料被覆管外径：約１１ｍｍ
燃料被覆管肉厚：約０．６または約０．７ｍｍ
最高燃焼度：４８，０００MWd/ｔ
燃料集合体１体あたりの燃料棒本数：１７９本
装荷体数：１２１体
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漏えい燃料集合体の調査結果

KABA１０
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○　水中カメラによる外観目視検査結果

燃料棒（Ｍ－１４）の表面で、第４支持格子下部に傷のようなものが認められた。
また、同燃料棒（Ｍ－１４）の表面に、白色の模様が認められた。

KＡＢＣ１３の調査結果

燃料棒２本（Ｉ－１、Ｌ－１）の表面で、第４支持格子下部に傷のようなものが認められた。
また、Ｌ－１燃料棒の表面に白色の模様が認められた。

KＡＢＡ１０の調査結果
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○：制御棒案内管

◎：炉内計装用案内管

■：傷のようなものが認め
　　 られた燃料棒
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